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無料法律相談
5月30日㈭

午後１時～午後５時

無料法律相談
5月30日㈭

午後１時～午後５時

無料法律相談
5月30日㈭

午後１時～午後５時
森山大樹法律事務所（東町会館２階、完全予約制）

予約・お問合せは13日㈪まで
（役場企画総務課総務室）

　
（前月比－
（前月比－
（前月比－
（前月比－

　
8,332人
3,901人
4,431人
4,075戸

2人
12人
63人
286人

　
230人）
92人）
138人）
195戸）

人口・世帯数　3月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　
父
竜矢
浩哉
翔平

　
母
まどか
綾
葉月

　
町内会
33区
西町3丁目
11区

お 誕 生
生まれた子
津谷　光凛
今　　晴玲
寺口　颯空

     つ  や　     ひかり

   こん　         はれい

   てらぐち　  そ   ら

　　
町内会
33区
南町1丁目
5南
21
12区

歳
おくやみ
亡き人
髙森　孝治
長峯　清作
高井　喜和子
餅田　ミチ子
髙橋　武

　
届出人
髙森　まゆみ
長峯　美枝子
高井　邦正
安藤　久子
髙橋　一郎

60歳
82歳
81歳
84歳
90歳

人のうごき
3月8日～4月8日に掲載確認できた方
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

税
金
・
年
金

固
定
資
産
、
軽
自
動
車
の
異
動
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

▼
固
定
資
産
の
異
動
手
続
き

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
の
土
地
、
建
物
、
償
却
資
産
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

〇
登
記
し
て
い
な
い
建
物
（
住
宅
、
車

　

庫
、
物
置
な
ど
）
も
固
定
資
産
税
の

　

課
税
対
象
で
す
。
異
動
（
建
物
の
新

　

築
、
増
・
改
築
、
取
り
壊
し
、
所
有

　

者
の
変
更
な
ど
）
が
あ
る
場
合
は
税

　

務
住
民
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

〇
登
記
し
て
い
る
建
物
に
異
動
が
あ
る

　

場
合
は
、
法
務
局
で
登
記
手
続
き
を

　

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
軽
自
動
車
の
異
動
手
続
き

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎
年

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
す
る

税
金
で
す
。
登
録
内
容
に
異
動
（
車
両

の
売
買
、
廃
棄
、
譲
渡
、
ま
た
は
転
出

入
な
ど
）
が
あ
っ
た
場
合
は
届
け
出
が

必
要
で
す
。
原
動
機
付
自
転
車
（
排
気

量
１
２
５
㏄
以
下
）
、
小
型
特
殊
自
動

車
（
乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
、

田
植
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
ト
レ
ー
ラ
ー

な
ど
の
農
耕
作
業
用
車
や
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
な
ど
）
も
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
課
税
対
象
で
す
。
新
た
に
取
得
し
た

場
合
は
販
売
証
明
書
等
を
持
参
し
て
税

務
住
民
課
に
届
け
出
し
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
手
続
き
場
所

▼
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自
動

　

車…

役
場
税
務
住
民
課

▼
軽
自
動
車…

軽
自
動
車
検
査
協
会
旭

　

川
事
務
所
（
☎
０
５
０-

３
８
１
６

　

-

１
７
６
５
）

▼
普
通
自
動
車
、
排
気
量
１
２
６
㏄
以

　

上
の
二
輪…

旭
川
運
輸
支
局
（
☎
０

　

５
０-

５
５
４
０-

２
０
０
３
）

問
合
せ　

税
務
住
民
課 

税
務
室

　

☎
役
場 

内
線
１
２
２
・
１
２
３

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
／
繰
下
げ
支
給

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し
て
65

歳
に
達
し
た
日
（
誕
生
日
の
前
日
）
の

翌
月
分
か
ら
受
け
取
れ
ま
す
が
、
繰
上

げ
支
給
や
繰
下
げ
支
給
を
行
う
こ
と
で
、

65
歳
に
な
る
前
や
66
歳
以
後
に
受
け
取

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
い
っ
た
ん
繰
上

げ
・
繰
下
げ
請
求
を
す
る
と
、
一
生
同

じ
割
合
で
減
額
ま
た
は
増
額
さ
れ
た
率

の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
付
加
年
金
も
同
じ
割
合
で
減
額
ま
た

は
増
額
さ
れ
ま
す
）
。

▼
繰
上
げ
支
給　

60
歳
か
ら
65
歳
に
な

　

る
ま
で
に
請
求
す
る
と
、
年
齢
に
よ

　

り
一
定
割
合
で
減
額
さ
れ
ま
す
。

▼
繰
下
げ
支
給　

66
歳
か
ら
70
歳
に
な

　

る
ま
で
に
請
求
す
る
と
、
年
齢
に
よ

　

り
一
定
割
合
で
増
額
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

旭
川
年
金
事
務
所

　

☎
25-

５
６
０
６
（
役
場
窓
口
：
税

　

務
住
民
課 

住
民
室
）

く
ら
し

の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
利
用
案
内
を
更
新

　

の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
利
用
方
法
や

ル
ー
ル
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
お
知
ら

せ
す
る
た
め
に
利
用
案
内
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
紙
面
を
本
誌
に
折
り

込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
事
前
登
録
方
法

や
予
約
時
か
ら
利
用
時
ま
で
の
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

都
市
建
設
課 

公
共
施
設
管

　

理
室　

☎
役
場 

内
線
２
４
１

運
転
免
許
の
自
主
返
納
、役
場
に
臨
時
窓

口
を
開
設（
予
約
制
）

　

「
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
い
け
ど
、

警
察
署
ま
で
行
く
の
は
難
し
い
」
と
の

声
に
お
応
え
し
て
、
役
場
に
臨
時
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。
免
許
証
の
代
わ
り
に

顔
写
真
入
り
の
身
分
証
明
書
と
し
て
使

え
る
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
の
申
請
も

あ
わ
せ
て
行
え
ま
す
。
手
続
き
は
事
前

予
約
制
で
す
。※

臨
時
窓
口
は
秋
ご
ろ

に
も
開
設
予
定
。

▼
事
前
予
約

日
時　

５
月
24
日
㈮
ま
で

▼
臨
時
窓
口

日
時　

５
月
28
日
㈫
午
前
10
時
〜

場
所　

役
場
１
階 

ロ
ビ
ー

対
象　

東
川
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方

▼
運
転
免
許
証
返
納
の
み
ご
希
望
の
方

持
ち
物　

運
転
免
許
証

▼
運
転
経
歴
証
明
書
も
ご
希
望
の
方

持
ち
物　

①
運
転
免
許
証
（
返
納
前
の

　

場
合
）
、
②
収
入
証
紙
１
１
０
０
円

　

分
（
役
場
会
計
課
窓
口
で
購
入
可
）
、

　

③
顔
写
真
（
縦
３
㎝×

横
２
・
４
㎝

　

に
カ
ラ
ー
印
刷
し
た
も
の
を
持
参
、

　

ま
た
は
役
場
内
の
証
明
写
真
機
で
撮

　

影
（
千
円
）
）

注
意　

▼
運
転
経
歴
証
明
書
は
後
日
発

　

行
さ
れ
ま
す
。 

▼
運
転
免
許
証
が

　

失
効
し
て
い
る
場
合
は
、
他
の
身
分

　

証
明
書
（
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
お 18
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都市建設課建設工事、委託業務の入札結果のお知らせ
入札日 契約方法等業　務　名　等 請負業者 請負価格（税込み、円）

地域限定型
一般競争入札3月28日 長期継続契約　公共施設機械警備委託業務 綜合警備保障㈱

北海道支社 3,076,920

特定健診・がん検診・後期高齢者健診のお知らせ　　　　　   　　    　 保健福祉課
　本年度前期の集団健診の申し込みを受け付けています。

旭川がん検診センター
（保健福祉センターからバスで送迎）

保健福祉センター
（実施医療機関：旭川厚生病院）会 場

チラシの申込用紙か、電話・FAXで保健福祉課 保健指導室（役場☎内線505～508）へ申 込 方 法

今月号広報と一緒に配布されたチラシをご覧ください。検査項目・料金

●特定健診
特定健診受診券をお持ちの
①30歳～74歳の町民で、大雪地区広域連合国民健康保険加入者  
②40歳～74歳の町民で、①以外の医療保険加入者の扶養家族および協会健保本人
　（受けられる健診機関を、事業主などに事前にご確認ください）

●がん検診…30歳以上の町民（令和７年３月31日時点での年齢）
　※子宮頸（けい）がん検診は20歳以上の女性町民

●後期高齢者健診…75歳以上の町民（65歳以上の後期高齢者医療保険加入者も含む）

対 象 者

６月19日㈬・20日㈭・21日㈮
各日6:30-9:00（30分ごと受付）

７月19日㈮
7:50集合（8:00出発）日 時

項 目
特定健診
後期高齢者健診
胃がん、大腸がん、肺がん検診

特定健診
胃がん、大腸がん、肺がん検診
乳がん、子宮がん検診、婦人科超音波

定員になり次第締め切り申 込 期 間

そ の 他 ・特定健診は、健診当日に特定健診受診券・健康保険証・健診料金が必要です。
・後期高齢者健診は、健康保険証が必要です。

　

持
ち
く
だ
さ
い
。 

▼
免
許
失
効
後

　

５
年
を
過
ぎ
た
方
、
取
消
処
分
を
受

　

け
た
方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

予
約
先　

企
画
総
務
課 
総
務
室

　

☎
役
場 

内
線
２
２
５

行
政
の
苦
情・要
望
は
行
政
相
談
委
員
へ

　

４
月
１
日
付
け
で
、
引
き
続
き
盛
永

小
夜
子
氏
が
、
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相

談
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
役
所
と
皆
さ
ま

の
パ
イ
プ
役
で
す
。
年
金
、
窓
口
サ
ー

ビ
ス
、
登
記
、
道
路
な
ど
の
役
所
の
仕

事
に
つ
い
て
困
り
ご
と
や
苦
情
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
行
政
相
談
委
員
が
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
口
頭
、
電
話
、
手
紙
で

行
政
相
談
委
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
総
務
省
行
政
相
談
委
員
（
２
年
間
）

　

盛
永　

小
夜
子
（
西
９
号
北
16
）

　

☎
82-

４
０
９
４

問
合
せ　

企
画
総
務
課 

総
務
室

　

☎
役
場 

内
線
２
２
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
サ
ポ
ー
ト

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進

の
た
め
、
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
写
真
を
用
意
し
な
く
て
も
申

請
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
で
き

ま
す
。

▼
申
請
サ
ポ
ー
ト

①
ア
イ
ハ
ラ
写
真
館
（
年
末
年
始
を
除

　

く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
半
受
付
可
）

　

…

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請

　

書
を
持
参
し
、
ア
イ
ハ
ラ
写
真
館
で

　

写
真
撮
影
（
無
料
）
を
行
い
申
請
し

　

ま
す
。

②
役
場
（
役
場
開
庁
日
の
み
受
付
可
）

　

…

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請

　

書
を
持
参
し
、
税
務
住
民
課
で
申
請

　

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
申
請
し
ま
す
。

　
※

必
ず
窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
り

に
来
て
い
な
い
方
へ

　

交
付
予
定
期
限
を
過
ぎ
て
も
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
交
付
で
き
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
共
通
事
項

注
意　

▼
申
請
書
が
手
元
に
な
い
方
は
、

　

税
務
住
民
課
で
発
行
で
き
ま
す
。　

　

▼
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書

　

類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。　

▼
電

　

話
に
て
住
民
登
録
地
へ
の
郵
送
も
受

　

け
ま
す
。　

▼
15
歳
未
満
の
方
が
申

　

請
す
る
場
合
は
必
ず
保
護
者
が
同
行

　

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
住
民
課 

住
民
室

　

☎
役
場 

内
線
１
１
２
・
１
１
３

野
生
動
物
へ
の
餌
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

カ
ラ
ス
、
キ
ツ
ネ
な
ど
の
野
生
動
物

に
餌
を
与
え
る
「
餌
付
け
」
に
つ
い
て
、

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

野
生
動
物
に
は
自
分
で
餌
を
と
る
能

力
が
あ
り
、
人
か
ら
餌
を
も
ら
う
こ
と

は
本
来
の
姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
餌
付

19
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に
よ
っ
て
人
の
食
べ
物
の
味
を
覚
え
、

依
存
し
、
人
を
恐
れ
な
く
な
っ
て
距
離

が
近
づ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、

農
業
被
害
や
フ
ン
に
よ
る
悪
臭
、
家
屋

や
自
家
用
車
の
汚
損
、
鳴
き
声
な
ど
に

よ
る
騒
音
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

人
の
健
康
被
害
や
近
所
ト
ラ
ブ
ル
に

発
展
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
野

生
動
物
へ
の
餌
付
け
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ　

税
務
住
民
課 

住
民
室

　

☎
役
場 

内
線
１
１
２
・
１
１
３

美
し
い
風
景
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

雪
が
と
け
、
町
を
歩
く
と
公
園
や
道

路
に
お
菓
子
の
袋
や
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
の
ゴ

ミ
が
散
乱
し
て
い
る
の
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
個
人
の

マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
の
問
題
で
は
あ
り
ま

す
が
、
人
が
持
ち
込
ん
だ
ゴ
ミ
は
、
美

し
い
風
景
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
う
だ

け
で
な
く
、
野
生
の
動
植
物
に
悪
影
響

を
与
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の

出
し
た
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り
、
道
に

落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
は
拾
い
、
美
し
く
住

み
や
す
い
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

東
川
町
で
は
６
名
の
美
し
い
風
景
を

守
り
育
て
る
指
導
員
を
委
嘱
し
、
町
内

巡
回
、
ポ
イ
捨
て
防
止
の
啓
発
、
清
掃

活
動
な
ど
美
し
い
風
景
の
保
全
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

税
務
住
民
課 

住
民
室

　

☎
役
場 

内
線
１
１
２
・
１
１
３

補
助
制
度

空
き
家
を
利
活
用・解
体
し
ま
せ
ん
か

　

使
用
し
て
い
な
い
空
き
家
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
町
で
は
、
空
き
家
を
活
用
・

解
体
す
る
場
合
に
利
用
で
き
る
制
度
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
空
家
流
動
化
対
策
事
業
交
付
金

　

近
年
、
一
軒
家
に
住
み
た
い
希
望
者

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か

住
宅
が
あ
り
ま
せ
ん
。
補
助
金
を
利
用

し
て
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
・
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
し
、
売
買
・
賃
貸
し
ま
せ
ん

か
。

▼
老
朽
空
家
等
解
体
支
援
補
助
金

　

老
朽
化
し
て
使
用
し
て
い
な
い
空
き

家
・
物
置
な
ど
を
解
体
す
る
場
合
に
補

助
金
が
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

解
体
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
住
民
課 

住
民
室

　

☎
役
場　

内
線
１
１
５

健
康
・
福
祉

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

に
呼
応
し
て
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
人
権
や
心
配
ご
と
の
さ
ま
ざ

ま
な
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

６
月
１
日
㈯
午
後
１
時
〜
同
４

　

時

場
所　

共
生
プ
ラ
ザ
そ
ら
い
ろ
２
階 

　

相
談
室
２

問
合
せ　

保
健
福
祉
課 

社
会
福
祉
室

　

☎
役
場 

内
線
５
０
３

子
育
て
・
教
育

親
子
遊
び
の
体
験
教
室「
キ
ト
ウ
シ
の
森

散
策
」

　

親
子
で
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
遊
び
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

内
容　

小
沼
さ
ん
と
一
緒
に
キ
ト
ウ
シ

　

の
森
を
散
策
し
、
自
然
の
中
で
探
索

　

活
動
を
親
子
で
楽
し
み
ま
す
。

講
師　

小
沼
秀
樹
さ
ん
（
大
雪
自
然
学

　

校
）

日
時　

５
月
23
日
㈭
午
前
10
時
〜
同
11

　

時
半

場
所　

キ
ト
ウ
シ
の
森

対
象　

１
・
２
歳
児
と
保
護
者

定
員　

15
組
程
度
、
申
込
制

服
装　

動
き
や
す
い
服
装
、
長
袖
、
長

　

ズ
ボ
ン

問
合
せ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
82-
５
１
０
０

一
緒
に
考
え
よ
う
合
同
よ
ち
よ
ち
教
室

　

乳
幼
児
に
多
い
怪
我
な
ど
の
救
急
手

当
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
っ
た
救
急
心
肺
蘇
生
（
そ
せ
い
）

の
実
技
講
習
で
す
。

内
容　

救
命
救
急
講
座
「
乳
幼
児
の
誤
飲
、

　

怪
我
の
対
応
」
「
心
肺
蘇
生
の
方
法
」

講
師　

大
雪
消
防
組 

救
急
救
命
士

日
時　

５
月
30
日
㈭
午
前
10
時
〜
同
11

　

時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

子
育
て
中
の
親
子

定
員　

15
組
程
度
、
申
込
制

問
合
せ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
82-

５
１
０
０

募
集

東
川
町
美
し
い
風
景
づ
く
り
賞

　

美
し
い
風
景
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
個
人
（
住
宅
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
）
、
団
体
、
事
業
所
を
表
彰
し
ま
す

（
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
）
。
審

査
委
員
が
秋
ご
ろ
ま
で
に
現
地
調
査
を

行
い
、
３
名
程
度
を
選
定
し
ま
す
。
表

彰
式
は
12
月
に
行
う
予
定
で
、
受
賞
者

に
は
表
彰
状
、
１
万
円
相
当
の
賞
品
、

受
賞
記
念
プ
レ
ー
ト
を
贈
呈
し
ま
す
。

問
合
せ　

税
務
住
民
課 

住
民
室

　

☎
役
場 

内
線
１
１
２

そ
の
他

「
能
登
半
島
地
震
」募
金
の
ご
報
告
と
お
礼

　

多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
、
被
災
者
の

方
々
へ
の
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
年
１
月
９
日
か
ら
３
月
31
日
ま

で
の
募
金
活
動
の
結
果
を
ご
報
告
し
ま

す
。

募
金
額　

８
万
６
５
３
４
円

　

お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
石
川
県
を

通
じ
て
被
災
者
の
方
々
へ
お
届
け
し
ま

し
た
。

　

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈

り
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
総
務
課 

総
務
室

　

☎
役
場 

内
線
２
２
１

イ
ベ
ン
ト

こ
ど
も
の
読
書
週
間「
体
験
型
脱
出
ゲ
ー
ム 

ほ
ん
の
森
か
ら
の
脱
出
」

　

４
月
23
日
㈫
〜
５
月
12
日
㈰
は
、

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。

　

ほ
ん
の
森
で
は
図
書
館
の
仕
組
み
や

ル
ー
ル
を
、
な
ぞ
解
き
を
通
し
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
体
験
型
脱
出
ゲ
ー
ム
を

開
催
し
ま
す
。
ほ
ん
の
森
で
働
く
司
書

探
偵
と
な
り
、
な
ぞ
を
解
決
し
な
が
ら

隠
さ
れ
た
暗
号
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月
４
日
㈯
㊗
・
５
日
㈰
㊗
各

　

日
午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
２
時
〜

　

同
４
時

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ 

ほ
ん
の
森

定
員　

各
回
３
名
（
無
料
、
先
着
申
込

　

順
）

対
象　

小
学
校
中
学
年
〜
高
校
生

申
込
先　

文
化
交
流
課 

文
化
推
進
室

▲申込先
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道草館前
発

9:00

11:00

13:00

16:10

便名

1

2

3

4

キトウシの森
発

9:10

11:10

13:10

16:20

区分

26日㈰

2日間
共通

※25日㈯の４便はありません。町営バス定期便
（北忠別線、東雲上岐登牛線）もご利用ください。

　

☎
82-
４
２
４
５

大
雪
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
講
演
会「
世
界
の
山
々

を
旅
し
て
」

　

日
本
を
代
表
す
る
ク
ラ
イ
マ
ー
の
山

野
井
泰
史
さ
ん
に
、
世
界
各
地
の
山
々

や
大
雪
山
系
を
含
め
た
北
海
道
の
山
で

の
経
験
、
最
近
登
山
し
た
イ
ン
ド
ヒ
マ

ラ
ヤ
に
つ
い
て
な
ど
、
ご
友
人
の
サ
ル

タ
ー
ジ
・
グ
マ
ン
さ
ん
と
お
話
し
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

５
月
11
日
㈯
午
後
１
時
半
〜
同

　

３
時

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ 

講
堂

定
員　

４
０
０
名
（
無
料
、
先
着
申
込

　

順
）

申
込
先　

文
化
交
流
課 

文
化
推
進
室

　

☎
役
場　

内
線
７
３
８

　

daisetsuzan@town.higashikawa.

　

hokkaido.jp

札
幌
出
入
国
在
留
管
理
局
職
員
に
よ
る
無
料

相
談
会

　

在
留
資
格
申
請
や
そ
の
他
の
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
、
ど
な
た
で
も
相
談
で

き
ま
す
。
（
予
約
不
要
、
無
料
）

日
時　

５
月
17
日
㈮
午
後
１
時
半
〜
同

　

４
時
半

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ 

多
文
化
共

　

生
室

問
合
せ　

東
川
日
本
語
学
校 

多
文
化

　

共
生
室　

☎
74-

６
８
１
５

ぴ
ゅ
あ
シ
ネ
マ

　

大
き
な
画
面
で
気
軽
に
映
画
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
？
ほ
ん
の
森
で
所
蔵
し
て

い
る
作
品
の
う
ち
、
町
に
上
映
権
の
あ

る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
「
ぴ
ゅ
あ
シ
ネ
マ
」
と
し

て
上
映
し
ま
す
。

内
容　

「
異
動
辞
令
は
音
楽
隊
！
」　

　

（2022
）
犯
罪
撲
滅
に
す
べ
て
を
さ

　

さ
げ
て
き
た
鬼
刑
事
・
成
瀬
司
。
だ

　

が
、
警
察
で
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　

が
重
視
さ
れ
る
今
の
時
代
に
、
違
法

　

す
れ
す
れ
の
捜
査
で
周
囲
か
ら
完
全

　

に
浮
い
た
存
在
に
な
っ
て
い
た
。
そ

　

し
て
、
上
司
に
た
て
突
い
た
末
、
成

　

瀬
は
畑
違
い
の
警
察
音
楽
隊
に
異
動

　

を
命
じ
ら
れ
る
の
だ
っ
た…

。
阿
部

　

寛
主
演
。

日
時　

５
月
21
日
㈫
午
後
２
時
半
〜
同

　

４
時
半

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ 

多
目
的
室

定
員　

20
名
（
無
料
、
先
着
申
込
順
）

申
込
先　

文
化
交
流
課 

文
化
推
進
室

　

☎
82-

４
２
４
５

NEW YORK JAZZ EXPRESSWAY

青
少
年
音
楽
交
流
演
奏
会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ジ
ャ
ズ
指
導

者
（
演
奏
家
）
で
あ
り
、
東
川
町
に
ゆ

か
り
の
あ
る
青
森
善
雄
氏
と
、
所
属
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ジ
ャ

ズ
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
ウ
ェ
イ
の
メ
ン
バ

ー
４
名
を
招
き
、
今
年
で
６
回
目
と
な

る
音
楽
交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。
演
奏

会
で
は
ジ
ャ
ズ
メ
ン
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、

小
・
中
・
高
校
吹
奏
楽
部
と
の
合
同
演

奏
も
。
プ
ロ
の
指
導
に
よ
り
一
段
と
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
子
ど
も
た
ち
の
演
奏

も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
30
日
㈭
午
後
６
時
半
〜

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ 

講
堂

チ
ケ
ッ
ト　

２
５
０
０
円
（
高
校
生
以

　

下
無
料
・
要
整
理
券
）

販
売
店　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ 

文
化
交

　

流
課
、
道
草
館
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

　

な
が
さ
わ
（
西
町
１-

１-

１
）

問
合
せ　

文
化
交
流
課 

交
流
推
進
室

　

☎
役
場 

内
線
７
３
１

町
内
団
体
か
ら

東
川
子
育
て
応
援
サ
ロ
ン 
く
ら
し
の
森

　

子
育
て
、
１
人
で
頑
張
り
す
ぎ
て
い

ま
せ
ん
か
？ 

子
育
て
の
悩
み
や
頑
張

り
を
共
有
し
な
が
ら
、
一
緒
に
子
育
て

を
楽
し
み
、
成
長
し
合
え
る
日
々
を
応

援
す
る
サ
ロ
ン
で
す
。
（
無
料
、
申
込

不
要
）

日
時
・
場
所　

各
日
午
前
10
時
〜
正
午

　

①
５
月
１
日
㈬
：
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ　

　

②
同
８
日
㈬
：
キ
ト
ウ
シ
の
森　

③

　

同
15
日
㈬
：
羽
衣
公
園　

④
６
月
５

　

日
㈬
：
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ　

⑤
同
12
日

　

㈬
：
羽
衣
公
園　

⑥
同
19
日
㈬
：
キ

　

ト
ウ
シ
の
森　

問
合
せ　

く
ら
し
の
森

　

Instagram:kurashinomori2018

大
人
も
愉
し
む
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
会

　

カ
タ
ン
、
ブ
ロ
ッ
ク
ス
、
オ
セ
ロ
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
遊
び

ま
せ
ん
か
？
お
す
す
め
ボ
ド
ゲ
の
持
ち

込
み
も
OK
！
初
め
て
の
方
も
経
験
者
も

大
歓
迎
で
す
。
（
無
料
、
申
込
不
要
）

日
時　

５
月
11
日
㈯
・
18
日
㈯
各
日
午

　

後
５
時
〜
同
７
時

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ 

多
目
的
室

問
合
せ　

東
川
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
会

　

higashikawabodoge@gmail.com

森
つ
く

　

四
季
折
々
の
森
の
表
情
を
感
じ
な
が

ら
、
薪
割
り
や
森
の
散
策
な
ど
を
行
い

ま
す
。
お
一
人
で
も
、
家
族
で
の
参
加

も
歓
迎
で
す
。

日
時　

５
月
18
日
㈯
・
６
月
15
日
㈯
各

　

日
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

キ
ト
ウ
シ
の
森

活
動
費　

大
人
５
０
０
円
、
子
ど
も　

　

（
年
少
〜
大
学
生
）
１
０
０
円
、
保

　

険
代
込

問
合
せ　

大
雪
山
自
然
学
校

　

☎
82-

６
５
０
０

第
76
回
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　

５
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
各
日
午

　

前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　

キ
ト
ウ
シ
の
森

問
合
せ　

同
実
行
委
員
会
（
東
川
振
興

　

公
社
内
）
☎
82-

２
６
３
２

▼
町
営
バ
ス
臨
時
便
（
道
の
駅
「
道
草

　

館
」
〜
キ
ト
ウ
シ
の
森
臨
時
バ
ス
停
）

片
道
乗
車
料
金　

大
人
１
５
０
円
、
小

　

人
70
円
（
町
内
の
小
中
学
生
は
無
料
）

問
合
せ　

都
市
建
設
課

　

☎
役
場 

内
線
２
４
２

▲申込先

▲大雪山自然学校
　HPなど
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

町
外
団
体
か
ら

自
衛
官
候
補
生
の
募
集

　

次
の
日
程
で
募
集
し
ま
す
。
旭
川
駐

屯
地
に
あ
る
志
願
票
に
記
入
し
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
自
衛
官
候
補
生

受
付
期
間　

通
年

試
験
日　

６
月
９
日
㈰
・
10
日
㈪
の
う

　

ち
い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用

　

予
定
月
の
１
日
現
在
で
18
歳
以
上
33

　

歳
未
満
の
男
女

問
合
せ　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

　

南
地
区
隊　

☎
55-

０
１
０
０

自
動
車
税
種
別
割
を
忘
れ
ず
に

納
期
限　

５
月
31
日
㈮

納
税
通
知
書
の
発
付
日　

５
月
７
日
㈫

　

届
か
な
い
場
合
は
札
幌
道
税
事
務
所

　

ま
で
。

納
税
方
法　

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
「
地
方
税
お
支

　

払
サ
イ
ト
」
を
利
用
し
た
キ
ャ
ッ
シ

　

ュ
レ
ス
納
税
も
可
能
で
す
。

問
合
せ　

上
川
総
合
振
興
局 

納
税
課

　

☎
46-

５
１
０
０

　

札
幌
道
税
事
務
所 

自
動
車
税
部　

　

☎
０
１
１-

７
４
６-

１
１
９
０

ニ
ュ
ー
ス

２
人
と
６
団
体
を
善
行
表
彰
、
町
内
１
人

を
自
治
功
労
表
彰

　

３
月
18
日
、
第
１
回
町
議
会
議
場
に

て
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
各
種
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

　

町
に
多
大
な
寄
付
を
い
た
だ
い
た
内

藤
真
一
郎
さ
ん
（
千
葉
県
浦
安
市
）
、

後
藤
和
寛
さ
ん
（
東
京
都
渋
谷
区
）
、

㈱
バ
リ
ュ
ー
ク
リ
エ
イ
ト
（
佐
藤
明

代
表
取
締
役
・
東
京
都
中
央
区
）
、
Ｓ

Ａ
Ｔ
Ｏ
社
会
保
険
労
務
士
法
人
（
佐
藤

良
雄
代
表
・
札
幌
市
）
、
㈱
ホ
リ
プ
ロ

（
菅
井
敦
代
表
取
締
役
社
長
・
東
京
都

目
黒
区
）
、
㈱
レ
ス
プ
ワ
ー
ル
（
山
本

卓
也
代
表
社
員
・
東
京
都
港
区
）
、
ク

ロ
ス
プ
ラ
ス
㈱
（
山
本
大
寛
代
表
取
締

役
社
長
・
愛
知
県
名
古
屋
市
）
、
三
菱

地
所
㈱
（
中
島
篤
執
行
役
社
長
・
東
京

都
千
代
田
区
）
を
善
行
表
彰
し
ま
し
た

（
㈱
バ
リ
ュ
ー
ク
リ
エ
イ
ト
、
Ｓ
Ａ
Ｔ

Ｏ
社
会
保
険
労
務
士
法
人
、
㈱
ホ
リ
プ

ロ
以
外
へ
は
後
日
伝
達
）
。

　

ま
た
、
町
議
会
議
員
と
し
て
満
12
年

以
上
勤
務
し
た
者
に
贈
る
自
治
功
労
表

彰
を
、
元
東
川
町
議
会
議
員
・
安
原
芳

博
氏
に
贈
り
ま
し
た
。
安
原
氏
は
、
２

０
１
１
（
平
成
23
）
年
か
ら
故
人
と
な

ら
れ
た
今
年
１
月
ま
で
、
３
期
12
年
と

10
か
月
の
長
き
に
わ
た
り
、
町
議
会
議

員
と
し
て
東
川
町
発
展
の
た
め
、
多
大

な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

東
川
町
文
化
奨
励
賞
に
西
脇
日
菜
さ
ん

　

３
月
19
日
、
町
教
委
が
改
善
セ
ン
タ

ー
で
令
和
５
年
度
東
川
町
文
化
奨
励
賞

授
賞
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
し
た
の
は
北
海
道
芸
術
デ

ザ
イ
ン
専
門
学
校
の
西
脇
日
菜
さ
ん
。

西
脇
さ
ん
は
「
今
回
の
受
賞
で
あ
ら
た

め
て
書
道
の
魅
力
に
気
付
き
ま
し
た
。

今
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
方

に
感
謝
の
気
持
ち
を
も
ち
、
い
っ
そ
う

活
動
に
精
進
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後

の
抱
負
と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

小
学
４
年
生
か
ら
書
道
を
始
め
、
高
校

２
年
生
か
ら
は
美
術
部
に
も
入
部
し
兼

部
で
所
属
。
現
在
は
北
海
道
芸
術
デ
ザ

イ
ン
専
門
学
校
に
通
い
な
が
ら
、
書
道

と
美
術
の
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
い
て
多

く
の
作
品
展
に
出
品
。
書
道
で
は
第
23

回
高
校
生
国
際
美
術
展
書
の
部
に
お
い

て
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
美
術

で
は
第
34
回
有
島
武
郎
青
少
年
公
募
絵

画
展
に
て
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
、
２
分
野
で
優
秀
な
成
績
を
残
し

て
き
ま
し
た
。

　

現
在
も
書
道
と
美
術
に
て
数
多
く
の

作
品
展
に
出
品
を
し
て
い
る
西
脇
さ
ん
。

今
後
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
！

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

商
工
会
女
性
部
か
ら
「
新
一
年
生
に
」
と

寄
付

　

３
月
26
日
、
町
商
工
会
女
性
部
（
平

田
そ
の
え
部
長
）
よ
り
、
小
学
新
１
年

生
の
入
学
の
お
祝
い
と
し
て
町
教
育
委

員
会
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
小
学
校
で
新
一
年
生
の
教
材
購
入

な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

旭
東
林
産
協
同
組
合
よ
り
寄
付

　

３
月
28
日
、
旭
東
林
産
協
同
組
合

（
南
町
２
、
佐
々
木
斉
理
事
長
）
よ
り
、

教
育
分
野
へ
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

学
び
舎
ひ
が
し
か
わ
開
講
式

　

３
月
23
日
、
令
和
６
年
度
学
び
舎
ひ

が
し
か
わ
開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
、
学
び
舎
ひ
が
し
か
わ
の
進
路
・

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ミ

ラ
イ
ズ
」
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
一
つ

「
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
塾
生
、
保
護
者
、
公
設

塾
講
師
（
大
学
生
）
が
年
齢
、
性
別
、

肩
書
を
超
え
て
、
お
互
い
の
感
情
や
価

値
観
、
考
え
方
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

「
初
対
面
の
人
も
い
た
け
れ
ど
、
自

分
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
楽

し
く
話
せ
た
自
分
に
驚
い
た
（
塾
生
）
」

「
マ
イ
ナ
ス
な
印
象
を
も
っ
て
い
た
テ

ー
マ
だ
っ
た
け
れ
ど
、
違
っ
た
視
点
か

ら
意
見
が
も
ら
え
て
考
え
方
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
塾
生
）
」
「
世

代
を
超
え
て
意
見
を
出
し
合
っ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
分
で
は
思
い
つ
か
な

い
発
想
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（
保
護
者
）
」
「
自
分
に
つ
い
て
感
情

や
価
値
観
を
言
葉
に
置
き
換
え
る
経
験

が
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
を
知
る
き
っ

▲左から小石泰雅氏（㈱バリュークリエイト）、小野寺ひとみ常
務（ＳＡＴＯ社会保険労務士法人）、佐藤哲也メディアプロモー
ション部長（㈱ホリプロ）、安原裕貴氏（安原芳博氏代理）

同
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か
け
に
な
り
、
有
意
義
な
時
間
で
し
た

（
保
護
者
）
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新

た
な
気
付
き
を
得
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
と
な
り
ま
し
た
。
学
び
舎
ひ
が
し
か

わ
で
は
学
習
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
こ
の

よ
う
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
構
成
し
た

「
ミ
ラ
イ
ズ
」
と
い
う
進
路
・
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、

生
徒
た
ち
が
自
ら
の
進
路
を
切
り
拓
い

て
ゆ
く
力
を
育
み
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

豊
作
願
う 

北
海
道
米
播
種
祭

　

４
月
11
日
、
JA
ひ
が
し
か
わ
（
牧
清

隆
組
合
長
）
が
㈱
東
川
農
業
振
興
公
社

（
西
２
号
北
18
）
に
て
北
海
道
米
播
種

（
は
し
ゅ
）
祭
を
催
行
し
ま
し
た
。

　

東
川
町
に
北
海
道
神
宮
唯
一
の
神
饌

田
（
し
ん
せ
ん
で
ん
、
神
事
で
用
い
る

米
を
作
る
田
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一

年
の
豊
作
と
農
作
業
の
安
全
を
願
っ
て

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
祭
事
で
は
ゆ

め
ぴ
り
か
・
き
た
く
り
ん
・
な
な
つ
ぼ

し
と
、
酒
米
の
彗
星
・
き
た
し
ず
く
の

計
５
品
種
を
奉
納
し
、
菊
地
伸
町
長
と

梶
畑
直
敏
農
業
委
員
会
長
ら
農
業
関
係

代
表
５
名
が
作
付
け
米
の
種
も
み
が
ま

か
れ
た
ポ
ッ
ト
育
苗
箱
を
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
に
敷
設
し
ま
し
た
。
菊
地
町
長
は

「
東
川
は
今
年
開
拓
１
３
０
周
年
を
迎

え
る
。
農
業
の
発
展
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
今
の
東
川
が
あ
り
、
東
川
米
は
今
や

全
国
に
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
米
と
な
っ
た
。

生
産
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
努

力
に
敬
意
を
表
し
た
い
」
、
牧
組
合
長

は
「
昨
年
は
記
録
的
な
猛
暑
に
よ
り
、

農
産
物
の
収
量
品
質
と
も
に
大
き
な
被

害
を
受
け
た
年
と
な
っ
た
。
本
年
は
豊

穣
（
ほ
う
じ
ょ
う
）
な
秋
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
祈
念
し
、
生
産
者
の
皆
さ
ま
が

事
故
や
怪
我
無
く
、
健
康
で
営
農
で
き

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
。
今

後
は
、
春
の
北
海
道
神
宮
神
饌
田
御
田

植
祭
（
田
植
え
）
、
秋
の
抜
穂
祭
（
収

穫
）
の
季
節
へ
と
続
い
て
い
き
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

春
の
交
通
安
全
祈
願
祭

　

４
月
11
日
、
東
川
町
交
通
安
全
協
会

（
平
川
和
彦
副
会
長
＝
写
真
＝
）
が
春

の
交
通
安
全
祈
願
祭
を
催
行
し
ま
し
た
。

町
内
団
体
の
代
表
や
学
校
長
ら
が
一
堂

に
会
し
、
今
年
の
交
通
安
全
を
祈
願
。

菊
地
町
長
は
「
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を

含
め
町
内
も
い
ろ
い
ろ
変
わ
っ
て
き
て

い
て
、
お
子
さ
ん
の
数
も
増
え
る
。
こ

の
あ
と
、
農
作
業
が
本
格
化
し
観
光
シ

ー
ズ
ン
も
迎
え
て
交
通
量
が
多
く
な
る
。

一
致
団
結
し
て
交
通
安
全
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
」
、
平
川
副
会
長
は
「
東
川

町
は
、
本
日
で
３
６
３
１
日
と
な
り
ま

し
た
。
交
通
安
全
に
よ
り
命
を
守
る
こ

と
は
、
町
民
全
員
の
願
い
。
こ
こ
最
近

暖
か
い
日
が
続
き
道
路
状
況
も
良
く
な

り
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
走
る
車
両
が

目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
気

を
引
き
締
め
、
交
通
安
全
運
動
を
継
続

し
た
い
」
と
、
無
事
故
へ
の
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

新
入
学
の
春
、
交
通
事
故
に
気
を
付
け
て

　

４
月
12
日
か
ら
、
東
川
小
学
校
を
皮

切
り
に
、
町
内
の
各
小
学
校
で
交
通
安

全
教
室
が
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
春
の

入
学
時
期
に
合
わ
せ
、
東
川
町
交
通
安

全
協
会
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

　

東
小
で
実
施
し
た
当
日
は
雨
模
様
。

小
学
校
の
体
育
館
に
信
号
機
を
設
置
し
、

横
断
歩
道
の
渡
り
方
な
ど
を
実
践
。
新

一
年
生
は
ま
だ
慣
れ
な
い
様
子
で
、
見

守
っ
て
い
る
交
通
安
全
指
導
員
や
警
察

官
に
教
わ
り
な
が
ら
、
左
右
を
確
認
し

て
手
を
あ
げ
て
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
、
子
ど
も

の
急
な
飛
び
出
し
な
ど
に
十
分
に
注
意

し
た
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ビ
ル
マ
の
竪
琴
朗
読
劇

　

３
月
24
日
、
改
善
セ
ン
タ
ー
で
朗
読

劇
『
合
唱
に
よ
る
和
解
〜
「
ビ
ル
マ
の

竪
琴
」
』
を
公
演
し
ま
し
た
。
今
回
は

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
の
公
演
か
ら

二
度
目
の
公
演
と
な
り
ま
す
。
第
二
次

世
界
大
戦
の
ビ
ル
マ
の
戦
場
（
現
ミ
ャ

ン
マ
ー
）
が
舞
台
の
、
終
戦
前
後
の
旧

日
本
兵
の
物
語
。
故
・
竹
山
道
雄
（
評

論
家
・
文
学
者
・
小
説
家
）
が
書
い
た

児
童
向
け
作
品
「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」
を

原
作
に
伊
藤
玄
二
郎
氏
（
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
・
星
槎
大
学
教
授
、
鎌
倉
市
在
住
）

が
演
出
・
脚
本
し
た
作
品
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

▲入塾や個別説明
会を希望する方はこ
ちら
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各種大会成績各種大会成績
【競技スキー】
◆第47回丘のまちびえい宮様国際ス
キーマラソン（2月18日・美瑛町）
▼〔1位〕藤崎知紀

【クロスカントリースキー】
◆第78回国民スポーツ大会（2月23日
・上山市）
▼〔1位〕吉田圭伸（＝写真中央＝）

美
唄
市
よ
り
派
遣
の
榎
本
さ
ん
、
長
祖
さ

ん
任
期
満
了
―
美
唄
と
東
川
の
縁
を
大
切

に
　

３
月
29
日
、
美
唄
市
役
所
か
ら
東
川

町
役
場
へ
出
向
に
来
て
い
た
だ
い
て
い

た
２
名
が
美
唄
市
へ
戻
ら
れ
ま
し
た
。

　

榎
本
朱
峰
さ
ん
は
、
２
年
の
間
に
東

川
ス
タ
イ
ル
課
と
文
化
交
流
課
で
主
に

映
画
「
カ
ム
イ
の
う
た
」
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
担
当
。
全
国
60
館
で
上
映
と

な
り
、
現
在
も
上
映
中
で
す
（
既
に
上

映
終
了
し
た
映
画
館
も
あ
り
ま
す
。
シ

ネ
プ
レ
ッ
ク
ス
旭
川
で
は
５
月
17
日
㈮

か
ら
ア
ン
コ
ー
ル
上
映
が
決
定
！
）
。

　

長
祖
慎
司
さ
ん
は
11
か
月
間
経
済
振

興
課
に
勤
務
。
お
試
し
移
住
体
験
や
移

住
相
談
ツ
ア
ー
の
企
画
〜
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
東
川
町
へ
の
移
住

に
つ
な
が
っ
た
方
も
。
「
対
話
」
か
ら

町
の
新
た
な
仲
間
を
作
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

退
任
時
に
、
榎
本
さ
ん
は
「
東
川
に

は
大
変
だ
っ
た
思
い
出
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
分
楽
し
い
想
い
出
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」
、
長
祖
さ
ん
は

「
東
川
町
で
学
ん
だ
こ
と
を
美
唄
市
で

も
活
か
し
て
い
き
た
い
。
今
後
も
東
川

町
と
の
ご
縁
を
大
切
に
し
た
い
」
と
コ

メ
ン
ト
。
美
唄
市
に
戻
ら
れ
て
も
お
二

人
は
ず
っ
と
「
チ
ー
ム
東
川
」
で
す
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

朗
読
と
歌
は
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
う
た
の
お
姉

さ
ん
の
田
中
あ
つ
子
さ
ん
（
東
京
音
楽

大
学
声
楽
科
卒
）
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の

高
野
久
美
子
さ
ん
（
東
京
藝
術
大
学
声

楽
科
卒
）
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
倉
本
洋
子

さ
ん
（
国
立
音
楽
大
学
器
楽
学
科
卒
）
、

東
川
中
学
校
吹
奏
楽
部
20
名
が
コ
ー
ラ

ス
に
加
わ
り
ま
し
た
。
ビ
ル
マ
僧
に
な

っ
た
主
人
公
が
竪
琴
を
か
き
鳴
ら
す
場

面
、
出
家
し
た
く
だ
り
を
説
明
し
た
場

面
で
は
、
目
頭
を
押
さ
え
る
観
客
の
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

淺
野
滉
太
さ
ん
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ス
で
銀
メ
ダ
ル

　

４
月
３
日
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ス
２
０
２
４
に
出
場
し
た
淺
野
滉

太
さ
ん
が
菊
地
町
長
を
表
敬
訪
問
し
、

銀
メ
ダ
ル
獲
得
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
は
知

的
障
害
の
あ
る
人
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
成
果
の
発
表
の
場
で
あ

る
競
技
会
を
提
供
し
て
い
る
国
際
的
な

ス
ポ
ー
ツ
組
織
。
淺
野
さ
ん
は
２
月
11

日
に
名
寄
市
で
開
催
さ
れ
た
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
３
㎞
フ
リ
ー
ス
タ
イ

ル
で
準
優
勝
し
ま
し
た
。
淺
野
さ
ん
は

過
去
に
は
陸
上
で
も
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

「
仕
事
を
や
り
な
が
ら
に
は
な
る
が
、

楽
し
ん
で
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

旭
川
大
雪
ボ
ー
イ
ス
、
全
国
大
会
に
出
場

　

４
月
３
日
、
旭
川
大
雪
ボ
ー
イ
ス
に

所
属
の
東
川
中
学
校
３
年
生
野
球
部
・

加
藤
遙
真
さ
ん
が
、
菊
地
町
長
を
表
敬

訪
問
し
、
全
国
大
会
出
場
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

旭
川
大
雪
ボ
ー
イ
ス
は
今
年
３
月
に

東
京
で
開
催
さ
れ
た
ス
タ
ー
ゼ
ン
カ
ッ

プ
第
54
回
日
本
少
年
野
球
春
季
全
国
大

会
で
準
々
決
勝
ま
で
出
場
し
、
ス
タ
ー

ゼ
ン
社
長
賞
を
受
賞
。
優
勝
候
補
相
手

へ
の
善
戦
に
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
は
惜
し

み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

社
協
だ
よ
り　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　

3
月
11
日
か
ら
4
月
10
日
に
社
会
福

祉
事
業
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

5
南　
　
　
　
　
　

高
井　

邦
正　

様

17　
　
　
　
　
　
　

平
田　

章
洋　

様

18　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

利
子　

様

南
町
１　
　
　
　
　

長
峯
美
枝
子　

様

21　
　
　
　
　
　
　

安
藤　

久
子　

様

28　
　
　
　
　
　
　

大
石　

久
子　

様

「
く
ら
し
の
相
談
」

　

日
々
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、悩

み
ご
と
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。（
☎
82-

７
５
０
５
、随
時
受
付
）

【
今
月
の
相
談
員
】　村　

田　

節　

子

▲長祖さん▲榎本さん
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こ
の
た
び
の
異
動
で
、
東
川
第
二
小
学

校
よ
り
東
川
小
学
校
に
着
任
い
た
し
ま
し

た
。
今
回
の
異
動
で
東
川
町
で
の
勤
務
が

４
校
目
と
な
り
ま
し
た
（
東
川
小
学
校
・

東
川
第
一
小
学
校
・
東
川
第
二
小
学
校
・

東
川
小
学
校
）
。
合
計
す
る
と
12
年
と
な

り
、
教
員
生
活
三
分
の
一
を
東
川
で
過
ご

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
「
ふ
る
さ
と
を

愛
し 

共
生
・
共
和
・
共
栄
の
心
で
未
来

の
社
会
を
創
造
で
き
る 

夢
と
志
を
も
っ

た
人
材
の
育
成
」
を
目
標
に
掲
げ
る
東
川

町
で
、
教
育
の
仕
事
に
引
き
続
き
携
わ
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

東
川
小
学
校
で
は
４
月
８
日
に
入
学
式

を
行
い
、
71
名
の
新
１
年
生
を
迎
え
、
全

校
児
童
４
２
３
名
で
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
校
訓
「
開
拓
す
る
心
」
、
合

い
言
葉
「
力
い
っ
ぱ
い  

さ
あ  

や
ろ
う
」
、

教
育
目
標
「
か
し
こ
く 

や
さ
し
く 

た
く

ま
し
く
」
の
実
現
に
向
け
て
、
精
一
杯
が

ん
ば
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
、
ご
支

援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

再
び
、お
世
話
に
な
り
ま
す
！

　
　

東
川
町
立
東
川
小
学
校
長

秋　

保　

利　

弘

　

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
雄
武
町
立
沢
木
小
学
校

よ
り
東
川
町
立
東
川
第
一
小
学
校
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
與
板
博
志
（
よ
い
た
ひ
ろ

し
）
と
申
し
ま
す
。
東
川
町
に
は
、
写
真

と
い
う
文
化
を
通
し
、
世
界
中
の
人
々
に

開
か
れ
た
、
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
町
、
子
育

て
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
手
厚
い
町
、
そ
し
て
、

国
際
教
育
（
新
教
科
『
グ
ロ
ー
ブ
（
Ｇ
ｌ

ｏ
ｂ
ｅ
）
』
）
を
推
進
し
て
い
る
町
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

東
川
町
に
着
任
し
た
こ
と
に
責
任
の
重
さ

を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
「
東
川
町
教
育

行
政
執
行
方
針
」
の
基
本
方
針
で
あ
る

「
ふ
る
さ
と
を
愛
し 

共
生･

共
和･

共
栄

の
心
で
未
来
の
社
会
を
創
造
で
き
る 

夢

と
志
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
」
を
目

指
し
、
保
護
者
・
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
教
職
員
一
同
、
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今

後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

　
　

東
川
町
立
東
川
第
一
小
学
校
長

與　

板　

博　

志

　

こ
の
た
び
の
異
動
で
、
越
冬
キ
ャ
ベ
ツ
、

か
ぼ
ち
ゃ
が
特
産
の
和
寒
町
の
和
寒
町
立

和
寒
小
学
校
よ
り
東
川
町
立
東
川
第
二
小

学
校
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
豊
か
な
自

然
の
下
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
と
す
る
と
と

も
に
、
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た

教
育
を
展
開
し
て
い
る
東
川
町
。
個
人
的

に
も
、
食
事
や
買
い
物
、
観
光
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
、
何
度
も
訪
れ
て
い
た
東
川
町
。

魅
力
的
な
こ
の
町
に
い
つ
か
住
ん
で
み
た

い
、
働
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。
今
回
、
そ
の
機
会
い
た
だ
き
、
子
ど

も
た
ち
の
教
育
に
携
わ
れ
る
こ
と
に
と
て

も
幸
せ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
本
校
の
教

育
目
標
「
明
日
の
幸
を
め
ざ
す 

た
の
も

し
い
子
ど
も
の
育
成
」
が
達
成
で
き
る
よ

う
、
保
護
者
・
地
域
の
皆
様
と
の
連
携
を

大
切
に
し
、
教
職
員
一
同
、
子
ど
も
た
ち

に
愛
情
を
注
ぎ
な
が
ら
、
精
一
杯
教
育
活

動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
す

　
　

東
川
町
立
東
川
第
二
小
学
校
長

成　

田　

浩　

幸

　

上
川
管
内
の
最
北
に
あ
り
、
新
種
の
恐

竜
化
石
の
産
出
地
と
し
て
も
有
名
な
中
川

町
の
中
川
中
学
校
か
ら
、
こ
の
た
び
の
異

動
に
よ
り
東
川
中
学
校
に
着
任
し
ま
し
た
。

大
雪
山
の
麓
に
広
が
る
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
の
中
で
、
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
と
「
学

力
の
向
上
」
、
「
国
際
教
育
」
を
教
育
の

柱
と
し
、
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材

育
成
を
目
指
し
、
世
界
に
開
か
れ
た
子
育

て
・
教
育
の
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
東

川
町
で
の
勤
務
と
な
り
、
大
き
な
期
待
と

喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
私
の
教
育
理

念
は
「
子
ど
も
に
と
っ
て
最
大
の
教
育
環

境
は
教
師
自
身
で
あ
る
」
で
す
。
本
校
の

教
育
目
標
で
あ
る
「
輝
か
し
い
未
来
を
築

く
た
く
ま
し
い
子
」
を
実
現
で
き
る
よ
う
、

保
護
者
・
地
域
の
皆
様
と
の
連
携
・
協
働

を
図
り
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
「
チ
ー

ム
東
川
」
で
、
生
徒
一
人
一
人
の
よ
さ
や
、

可
能
性
を
伸
ば
す
教
育
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
本
校
の
教

育
活
動
の
推
進
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

　
　

東
川
町
立
東
川
中
学
校
長

児　

玉　

賢　

一

　

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
帯
広

養
護
学
校
か
ら
東
川
養
護
学
校
に
着
任
し

ま
し
た
。
上
川
管
内
で
の
勤
務
は
、
美
深

高
等
養
護
学
校
教
頭
以
来
、
３
年
ぶ
り
の

勤
務
と
な
り
ま
す
。

　

本
校
は
、
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
に

開
校
し
た
小
、
中
学
部
お
よ
び
高
等
部
を

設
置
す
る
知
的
障
が
い
特
別
支
援
学
校
で

す
。
今
年
度
の
在
籍
者
数
は
、
小
学
部
48

名
、
中
学
部
31
名
、
高
等
部
34
名
と
な
り
、

全
校
児
童
生
徒
は
１
１
３
名
で
す
。

 

こ
れ
ま
で
、
東
川
町
内
の
小
、
中
、
高

校
と
交
流
お
よ
び
共
同
学
習
を
通
じ
て
か

か
わ
っ
て
き
た
経
験
を
活
か
し
、
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
共
に
活
躍
で
き

る
「
共
生
社
会
の
実
現
」
に
向
け
て
邁
進

（
ま
い
し
ん
）
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
雄
大
な
大
雪
連
峰
の
山
並
み

と
美
田
広
が
る
東
川
町
の
素
晴
ら
し
い
風

景
に
囲
ま
れ
て
、
教
育
実
践
が
で
き
る
こ

と
を
大
き
な
喜
び
に
感
じ
な
が
ら
、
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
本
校
へ
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

着
任
の
ご
挨
拶

　
　

北
海
道
東
川
養
護
学
校
長

業　

天　

誉　

久

着
任
し
ま
し
た

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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公営住宅等の入居者を募集します 税務住民課

注 意 事 項

選 考 方 法
入 居 期 限
敷 金
連帯保証人
問 合 せ

／・申込みの際は、必ず東川町公営住宅入居申込案内をご確認ください（税務住民課住民室で配布）。
　・入居申込者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第2条第6号に該当す
　　る場合は入居できません。
　・室内・室外でペット飼育は認められません。
　・ここに記載の家賃は、この住宅の最高家賃ではありません。長期間居住され所得が増えた場合には、家
　　賃が最大10万円を超える場合があります。
　・災害などにより緊急的に移転が必要になった場合、住宅の募集を取りやめる場合がありますのでご了承
　　ください。
／入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。
／５月末　※原則期限までに入居手続きを完了することが要件となっています。
／家賃の３か月分
／入居者が家賃滞納などをした際に、代わって弁済することが可能な程度の定期的な収入がある方２人。
／税務住民課 住民室　☎82－2111（内線115・116）

●公営住宅

入
居
資
格

１．原則、同居または同居しようとする親族がいる方
　　※60歳以上、障害者手帳の所持者、生活保護受給者など単身で申し込める場合があります。
　　※不自然な合体・分離をした世帯については、申し込むことはできません（DV被害者を除く）。
　　※婚約者（6か月以内に入籍）および内縁関係にある者を同居者とすることも可能です。
　　※パートナーシップ宣誓書受領証などの交付を受けている方のパートナーは、配偶者と同じ取り扱いとします。
２．町内会への入会および町内会費の納入ができる方
３．法の規定により算出した月額所得（世帯全員分）が15万8千円以下
　　※ただし、次のいずれかの要件に該当する場合は、月額所得（世帯全員分）が21万4千円以下となります。
　　　・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合 ・身体障がい等級１級から４級までの方がいる場合
　　　・精神障がい等級1級から3級までの方がいる場合 ・知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
　　※上記以外にも要件がありますので、お問い合わせください。

そ　の　他戸数、家賃 建築年、構造、設備等住　所募集団地

③
・1戸
・1階3LDK（70.6㎡）
・21,600円～32,200円

・1989（平成元）年
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

西町1丁目20番清流東団地A4
・調理器（ガス）、灯油暖房機、照明設備、網戸は各
　自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪費
　用が別途かかります。

②
・1戸
・1階3LDK（66.56㎡）
・20,600円～30,700円

・1987（昭和62）年
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

西町1丁目19番清流東団地A3
・調理器（ガス）、灯油暖房機、照明設備、網戸は各
　自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪費
　用が別途かかります。

⑤
・1戸
・1階1LDK（60.65㎡）
・21,700円～32,300円

・2018（平成30）年
・木造平屋建て
　（ロフト付き）
・物置、駐車場1台

南町1丁目14番南町1丁目団地
B1

・調理器（ガス）、灯油暖房機、照明設備、網戸は各
　自用意。

・調理器（ガス）、灯油暖房機（FF式）、網戸は各自用
　意。

・1戸
・1階3DK（59.74㎡）
・12,700円～19,000円

・1979（昭和54）年
・木造平屋建て
・駐車場1台

南町1丁目7番① 南団地A3

5月1日㈬～5月15日㈬受付期間 税務住民課 住民室受付場所
公営住宅5戸、特定公共賃貸住宅1戸　計6戸募集戸数
１．入居申込書　　２．住宅等状況申告書　　３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴
収票など）　　４．地方税の滞納が無い事を証明する書類　　５．世帯全員分の住民票（町外の方の
み）※本籍地の表示は不要　　６．その他必要と認める書類　　７．印鑑
※３・４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。
※３の書類は、前年と申込時点とで職場が変わっている場合、新しい職場の給与証明が必要となります。詳細は
　お問い合わせください。
※申込みの際には、必ず「公営住宅入居申込案内（申込前に読むしおり）」をご確認ください。
※下線のついている書類は、税務住民課住民室に用意してあります。

お申し込みに
必要なもの

北団地A2 北町3丁目10番④
・1戸
・1階3LDK（76.41㎡）
・24,100円～35,800円

・1991（平成3）年
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

・調理器（ガス）、灯油暖房機、照明設備、網戸は各
　自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪費
　用が別途かかります。

戸数、家賃 建築年、構造、設備等場　　所募集団地 そ　の　他
●特定公共賃貸住宅

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
２．町内会への入会および町内会費の納入ができる方
※詳細はお問い合わせください。

①
・1戸
・2階3LDK（80.93㎡）
・50,300円～107,900円

・1998（平成10）年
・耐火構造２階建て
・物置、駐車場１台

南町1丁目7番南団地B2
・調理器（ガス）は各自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪費
　用が別途かかります。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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